
 

＜概要＞
  放射性物質を取扱う施設や原子力発電所などで働く放射線作業者の被ばく線量記録は、個人モ

ニタリング記録といわれ、作業者個人や作業者集団の放射線防護を目的に、一人ひとりの記録と
して作成し管理する。

  その記録は放射線防護関係法令の規定に従って、外部被ばく、内部被ばくの測定記録と実効線
量などの算定記録に分けて記録され、その写しは作業者本人に通知される。

  また労災補償の認定や放射線影響の疫学調査などに重要であるなどの理由から、記録は永久的
に保存することになっていて、その保存の一元化を図るための被ばく線量登録管理制度が運用さ
れている。

＜更新年月＞ 
2004年03月   （本データは原則として更新対象外とします。）

 

＜本文＞
 １．個人モニタリング記録の保存管理の目的

  放射線施設や原子炉施設で働く放射線作業者は職業上の放射線被ばくを伴う。事業者や施設の
管理者は、外部被ばく線量の測定や内部被ばく線量を推定するための検査などを実施する。この
測定結果は個人モニタリングの記録といわれ、作業者一人ひとりについて作成し、職業上の放射
線被ばくの経歴として保存管理される。

  個人モニタリング記録を作成し保存管理する目的は次のような点にある。（1）個々の放射線作
業者の線量が、線量限度を越えていないことを確認する、（2）事業者や施設の設置者が、記録の
作成、保存に関する法令上の義務を果たしていることを証明する、（3）放射線作業者の労働災害
補償の認定、あるいは訴訟問題などに対する立証資料とする、（4）その他放射線誘発がんなどの
疫学調査、研究のための情報とする。

 ２．個人モニタリング記録の対象者
  個人モニタリング記録の対象者は、放射線防護関係法令（放射線障害防止法、労働安全衛生

法、原子炉等規制法、医療法等）において、管理区域に立ち入って放射線や放射性物質を取り扱
う業務に従事する放射線業務従事者（放射線診療従事者を含む）と、放射線業務とは関係なく見
学や営繕などの目的で一時的に立ち入る者に区分している。

 これらの記録の管理は、作業者を雇用する事業者や施設の設置者の義務とされている。事業者は
定期的に行政当局に放射線業務従事者の被ばく統計を報告し、また記録は健康診断と同様に永久
保存しなければならない。一方、一時立入者の記録については、統一的な解釈がないので、一時
立入者に対するモニタリングの実施基準として法令に規定されている0.1mSvを超えた者の記録を
管理対象とする事業者が多い。

 ３．個人モニタリング記録の分類
  個人モニタリングの記録は、放射線作業者を雇用している事業所毎に管理されるので、一般に

入社前の被ばく経歴と入社後の被ばく記録に分けて管理される。入社前の被ばく経歴は会社等に
入社する以前の全ての職業上の被ばく経歴で、入社後の被ばく記録は入社した会社等に所属した
期間の被ばく記録である。入社後の記録は、さらに測定記録と算定記録に大別して記録される。
図１に記録の分類を示した。

 ４．測定記録
  測定記録は、被ばくの形態によって体外放射線による外部被ばくの測定記録、体内に沈着した

09 放射線影響と放射線防護
09-04 原子力施設に係わる放射線防護
09-04-07 個人モニタリング
09-04-07-04 個人線量データの管理

http://atomica.tokai-sc.jaea.go.jp/atomica_pdf/dic/detail/dic_detail_1239.html
http://atomica.tokai-sc.jaea.go.jp/atomica_pdf/dic/detail/dic_detail_914.html
http://atomica.tokai-sc.jaea.go.jp/atomica_pdf/dic/detail/dic_detail_1242.html
http://atomica.tokai-sc.jaea.go.jp/atomica_pdf/dic/detail/dic_detail_645.html
http://atomica.tokai-sc.jaea.go.jp/atomica_pdf/dic/detail/dic_detail_980.html
http://atomica.tokai-sc.jaea.go.jp/atomica_pdf/dic/detail/dic_detail_1257.html
http://atomica.tokai-sc.jaea.go.jp/atomica_pdf/dic/detail/dic_detail_1443.html
http://atomica.tokai-sc.jaea.go.jp/atomica_pdf/dic/detail/dic_detail_533.html
http://atomica.tokai-sc.jaea.go.jp/atomica_pdf/dic/detail/dic_detail_320.html
http://atomica.tokai-sc.jaea.go.jp/atomica_pdf/dic/detail/dic_detail_197.html
http://atomica.tokai-sc.jaea.go.jp/atomica_pdf/dic/detail/dic_detail_2237.html
http://atomica.tokai-sc.jaea.go.jp/atomica_pdf/dic/detail/dic_detail_680.html
http://atomica.tokai-sc.jaea.go.jp/atomica_pdf/dic/detail/dic_detail_473.html
http://atomica.tokai-sc.jaea.go.jp/atomica_pdf/dic/detail/dic_detail_1252.html
http://atomica.tokai-sc.jaea.go.jp/atomica_pdf/dic/detail/dic_detail_741.html
http://atomica.tokai-sc.jaea.go.jp/atomica_pdf/dic/detail/dic_detail_922.html
http://atomica.tokai-sc.jaea.go.jp/atomica_pdf/dic/detail/dic_detail_808.html
http://atomica.tokai-sc.jaea.go.jp/atomica_pdf/dic/detail/dic_detail_1422.html
http://atomica.tokai-sc.jaea.go.jp/atomica_pdf/dic/detail/dic_detail_1421.html


放射性物質による内部被ばくの測定記録及び身体表面の皮膚汚染による被ばく記録に分けて記録
する。この記録方法について放射線障害防止法を例にとれば、外部被ばくの測定記録は、放射線
測定用具などによる測定結果を、4月1日を始期とする3月間毎（妊娠可能な女子は毎月1日を始期
とする1月間毎）及び1年間について記録し、内部被ばくの測定記録は、放射性物質を摂取するお
それのある場所に立ち入る者に対して、測定の都度記録するなどと規定している。表１に測定記
録項目を示した。
５．算定記録
 算定記録は、線量限度など放射線防護上の基準と比較するために、前述の測定記録に基づいて
算定した実効線量と等価線量である。実効線量は、外部被ばくによる実効線量と内部被ばくによ
る預託実効線量の和として算定する。皮膚汚染の測定結果は、汚染の状況によって外部被ばくあ
るいは内部被ばくの線量として評価する。算定記録について放射線障害防止法では、4月1日を始
期とする3月間毎（妊娠可能な女子は1月間毎）及び1年間について集計し記録すると規定してい
る。同法規定の算定記録項目を表１に、また外部被ばく及び内部被ばくの実効線量等の算定方法
を表２に示した。
６．個人被ばく線量の通知と報告
 算定された実効線量と等価線量は、測定記録と共に放射線作業者の雇用主を通じて本人に通知
される通知の頻度は関係法令によって異なり、放射線障害防止法では記録の都度、すなわち3月間
毎（妊娠可能な女子は1月間毎）に交付し、労働安全衛生法は遅滞なく通知すること、さらに原子
炉等規制法では、放射線業務従事者が業務を離れる時に交付するなどと規定している。このほか
に放射線業務従事者の集団線量や平均線量などの統計データは、関係官庁に報告され定期的に刊
行されている。
７．個人被ばく線量の表示
 個人被ばく線量は一般に、例えば1.2mSv（5X）などと表示される。1.2mSvは有意に検出され
た被ばく線量である。5Xは有意に検出されなかった評価回数、すなわち5回の測定結果が個人線
量計の検出下限値未満であったことを表している。
 個人線量計の検出下限値は、個人線量計が自然放射線にも感度を示すので、一般に測定器の使
用期間が長くなる程高くなる。通常個人線量計の使用期間は、1月間または3月間を採っている事
業所が多く、2月間の場合の検出下限値は0.1mSv、3月間の場合は0.2mSv程度に設定されてい
る。この（平常の）自然放射線からの被ばくについて国際放射線防護委員会（ICRP）では、職業
上の被ばくに含まれないとしている。
８．記録レベル
 ICRPは個人モニタリングの記録レベル、つまり個人モニタリング結果を記録として保管するこ
とに合理的な意味を持つレベルを述べている。それによれば、記録レベルは、年線量限度または
年線量限度の1/10に測定期間の1年に対する割合をかけた値より低い値が適当としている。さらに
記録レベルに達しない被ばく線量データは、被ばく管理上合理的な意味が少なく、大量のデータ
の評価も困難であるから、記録レベル以下として記録し、線量の算定にはゼロとして扱ってよい
とした。
 わが国では法令上記録レベルを規定していないので、個人線量計の検出下限値を外部被ばくの
記録レベルとしている場合が多い。内部被ばくの場合は、核種の種類と測定方法によって検出下
限値が大きく異なるので、これを記録レベルとすることができない。そこで実務上内部被ばくの
記録レベルを、一回の測定または３月間当りの預託実効線量で2mSv、預託組織線量で20mSvとし
ている。
９．個人モニタリング記録の保存
 個人モニタリング記録の保存に関してICRPは、放射線誘発がんなどの疾病は潜伏期間が長いの
で、将来、訴訟または他の法医学的な理由で被ばくの記録が使われるかもしれないから、その保
存期間は少なくとも30年は必要としている。
 わが国の法令は、記録の保存を事業者や施設の設置者に義務付けていて、関係法令によって保
存期間が異なっている。労働安全衛生法では、保存期間を５年間と規定して厚生労働省通達で永
久保存することが望ましいと指示し、放射線障害防止法と原子炉等規制法は、その記録を保存し
て5年を経過した後、または記録の対象者がその施設の従業者でなくなった場合に、記録の引渡し
機関として指定した（財）放射線影響協会に引渡してもよいと規定した。引渡さない場合には事
業者等において永久保存しなければならない。
10．被ばく線量登録管理制度
 被ばく記録の保存管理を一元化するために、放射線障害防止法と原子炉等規制法の適用を受け
る事業者等は、国の指導のもとに被ばく線量登録管理制度を運用している。この制度には、設立
母体となった参加事業者の適用法令によって、放射線障害防止法関連の制度と、原子炉等規制法
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関連の制度がある。
 両制度の機能は、前者に放射線管理手帳に関する登録機能がないことを除けば、ほぼ同じで、
原子炉施設の設置者等から引渡される法定記録の保存管理を中心機能として、種々の被ばく管理
データ、つまり従事者の氏名、生年月日（個人識別登録）をはじめ、放射線作業開始日や終了日
（指定、指定解除登録）、個人毎の年間の線量（定期線量登録）などのデータを、（財）放射線
影響協会放射線従事者中央登録センターに登録する。登録データはプライバシーの保護に留意し
ながら事業者などからの照会に応じ、放射線管理の充実に活用される。図２に原子炉等規制法関
連の制度の構成を示した。

＜関連タイトル＞
限度とレベル (09-04-02-12)
個人モニタリング (09-04-07-01)
外部被ばくモニタリング (09-04-07-02)
内部被ばくモニタリング (09-04-07-05)
放射線管理手帳 (09-04-07-06)
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